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所
在
：
神
栖
市
大
野
原
浜
松
公
民
館
敷
地
内 

【
碑
文
】 

昭
和
三
十
六
年
茨
城
県
知
事
岩
上
二
郎
は
鹿
島
町
神
栖
村
波
崎
町
を
区
域
と
す
る
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造

成
の
大
事
業
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
の
経
過
計
画
に
よ
る
と
人
口
三
十
万
の
一
大
工
業
都
市
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
り
こ
れ
に
即
応
し
た
近
代
農
業
へ
の
体
質
改
善
を
は
か
る
い
わ
ゆ
る
農
工
両
全
の
開
発
を
進
め

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

な
か
で
も
神
栖
村
は
開
発
の
中
核
と
し
て
十
万
ト
ン
級
の
港
湾
を
私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
居
切
浜
と

深
芝
浜
北
部
に
掘
り
込
み
そ
の
臨
海
部
に
工
業
地
帯
を
配
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
三
十
七
年
八
月
に
知

事
が
居
切
浜
に
来
ら
れ
そ
の
開
発
は
政
治
生
命
を
か
け
た
一
大
事
業
で
あ
る
こ
と
を
真
剣
に
説
明
さ
れ
、

港
に
必
要
な
用
地
の
提
供
や
移
転
に
つ
い
て
協
力
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
鹿
島
港
は
三
十
八
年
に
重
要

港
湾
に
指
定
さ
れ
居
切
浜
の
試
験
堤
に
更
に
延
長
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。 

一
方
、
北
防
波
堤
は
鹿
島
町
泉
川
浜
よ
り
、
南
防
波
堤
は
神
栖
村
深
芝
浜
よ
り
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
た

結
果
、
私
た
ち
部
落
は
南
北
両
防
波
堤
に
囲
ま
れ
た
形
と
な
っ
た
。
防
波
堤
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て
開
発

組
合
鹿
島
事
務
所
長
小
林
芳
文
を
は
じ
め
職
員
と
の
団
体
交
渉
、
個
人
折
衝
が
連
日
連
夜
続
け
ら
れ
た
。 

私
達
部
落
民
一
同
も
度
重
な
る
協
議
を
開
い
た
結
果
、
こ
の
開
発
が
将
来
地
域
住
民
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
用
地
の
提
供
と
移
転
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。 

翌
月
か
ら
開
発
組
合
の
補
償
調
査
が
始
め
ら
れ
、
九
月
に
個
人
ご
と
の
移
転
補
償
額
が
提
示
さ
れ
た
が
、

更
に
折
衝
を
重
ね
、
翌
四
十
年
三
月
に
至
り
移
転
先
を
大
野
原
に
定
め
、
こ
の
地
を
立
派
に
造
成
す
る
こ

と
を
条
件
に
全
員
異
議
な
く
移
転
承
諾
書
に
調
印
し
た
の
で
あ
る
。 

六
月
に
始
め
ら
れ
た
移
転
は
十
一
月
に
全
戸
が
完
了
し
た
。
当
時
大
野
原
は
そ
の
名
の
ご
と
く
人
家
も
な

い
広
大
な
野
原
と
砂
原
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
移
転
者
一
同
は
こ
の
地
を
永
住
の
地
と
し
、
知
事
が
い
わ

れ
る
人
間
性
の
勝
利
を
信
じ
、
さ
ら
に
開
発
組
合
職
員
の
指
導
に
よ
り
決
意
を
新
た
に
再
出
発
し
た
の
で

あ
る
。 

そ
の
後
鹿
島
港
に
急
速
に
掘
り
込
み
が
進
め
ら
れ
た
。
港
は
二
十
万
ト
ン
規
模
に
拡
大
さ
れ
四
十
四
年
八

月
に
世
界
に
向
っ
て
扉
を
開
き
、
企
業
の
生
産
も
相
次
い
で
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
満
々
と
水
を
た
た

え
た
中
央
航
路
に
十
万
ト
ン
級
の
船
舶
が
接
岸
す
る
の
を
見
る
時
か
つ
て
の
住
家
は
そ
の
姿
を
と
ど
め
る

す
べ
も
な
い
が
、
さ
き
が
け
て
移
転
の
一
石
を
投
じ
た
波
紋
を
か
え
り
み
、
実
に
感
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

移
転
後
す
で
に
六
ヵ
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
こ
の
地
も
発
展
途
上
に
な
り
生
活
も
安
定
し
た
。
こ
れ
を
機

に
移
転
者
一
同
相
計
り
賛
同
者
の
協
力
を
得
て
鹿
島
港
掘
込
み
に
協
力
し
た
由
来
を
万
古
に
伝
え
る
為
こ

の
碑
を
建
つ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日 
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所
在
・
・
神
栖
市
知
手
仲
町
公
民
館
敷
地
内 

 

【
碑
文
】 

鹿
島
灘
の
荒
波
が
打
寄
せ
る
砂
浜
に
続
く
青
松
の
地
三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
開
拓
の
努
力
を
秘
め
て
百

年
、
二
百
余
戸
の
点
在
す
る
神
栖
町
深
芝
浜
、
こ
れ
が
昨
今
迄
私
達
が
永
住
の
地
と
し
て
い
た
郷
土
で
し

た
。 

昭
和
三
十
六
年
茨
城
県
知
事
岩
上
二
郎
が
鹿
島
町
神
栖
町
波
崎
町
に
寄
び
か
け
こ
の
地
域
に
鹿
島
臨
海
工

業
地
帯
造
成
の
大
事
業
計
画
を
公
表
し
、
遠
大
な
目
標
実
現
の
為
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
発
想
の
根
底
は
こ
の
地
帯
の
開
放
を
目
指
し
一
千
四
百
年
前
の
鹿
島
文
化
の
遺
蹟
と
、
徳
川
幕
政
か

ら
明
治
初
年
に
わ
た
る
掘
割
川
の
歴
史
と
の
対
話
の
中
か
ら
つ
か
み
と
っ
た
自
然
へ
の
挑
戦
史
で
あ
り
、

ま
た
血
の
出
る
よ
う
な
農
民
の
土
地
を
生
か
そ
う
と
す
る
農
工
両
全
の
思
想
展
開
の
動
機
づ
け
で
も
あ
る

と
う
た
い
、
こ
の
計
画
が
皆
の
協
力
の
も
と
に
「
人
間
性
の
勝
利
」
を
つ
か
み
取
ろ
う
と
知
事
は
政
治
生

命
を
か
け
て
真
剣
に
私
た
ち
に
訴
え
ら
れ
、
用
地
の
提
供
や
移
転
に
つ
い
て
協
力
さ
れ
る
よ
う
要
請
さ
れ

た
。 

計
画
に
よ
る
私
達
の
部
落
は
鹿
島
港
の
臨
港
部
に
当
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
島
港
は
昭
和
三
十
七
年
居
切
浜

に
試
験
提
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
る
と
共
に
、
南
防
波
堤
は

神
栖
町
深
芝
浜
よ
り
、
北
防
波
堤
は
鹿
島
町
泉
川
浜
よ
り
、
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
開
発
の
進
展
に
伴
い

居
切
浜
を
第
一
陣
と
し
て
私
達
の
部
落
も
昭
和
四
十
年
六
月
よ
り
深
芝
浜
第
一
次
移
転
十
二
戸
、
第
二
次

四
十
四
戸
、
第
三
次
五
十
二
戸
と
安
住
の
地
を
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合
と
折
衝
の
末
、
大
野
原
・

横
瀬
団
地
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
移
転
し
て
い
っ
た
。
残
る
一
〇
六
戸
は
当
初
計
画
で
は
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造

成
事
業
計
画
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
為
、
鹿
島
開
発
に
伴
う
部
落
の
整
備
計
画
を
考
え
て
い
た
が
、
開
発

の
規
模
と
深
芝
浜
地
先
埋
立
の
変
更
に
よ
り
昭
和
四
十
二
年
一
月
を
起
点
と
し
て
十
月
鹿
島
臨
海
工
業
地

帯
開
発
組
合
よ
り
移
転
を
要
請
さ
れ
た
。 

こ
の
為
昭
和
四
十
三
年
一
月
よ
り
度
重
ね
て
部
落
協
議
会
を
開
き
開
発
組
合
と
の
団
体
交
渉
も
連
日
連
夜

に
わ
た
る
折
衝
を
積
み
重
ね
の
上
に
、
こ
の
開
発
が
将
来
地
域
住
民
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
用

地
提
供
と
移
転
を
決
意
し
た
。 

特
に
昭
和
四
十
三
年
四
月
翌
月
か
ら
開
発
組
合
の
補
償
調
査
が
は
じ
め
ら
れ
、
更
に
団
体
交
渉
個
人
折
衝

が
繰
り
返
さ
れ
移
転
先
を
知
手
南
部
団
地
と
定
め
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
移
転
契
約
が
終
了
し
た
。 

昭
和
四
十
四
年
一
月
よ
り
昭
和
四
十
五
年
に
わ
た
り
地
下
水
の
渇
水
、
中
央
水
路
掘
込
み
に
あ
た
る
県
道

の
切
断
、
分
校
の
閉
鎖
、
更
に
は
移
転
先
の
造
成
地
の
不
備
等
々
、
苦
難
の
積
み
重
ね
を
部
落
一
丸
と
な

っ
て
此
れ
を
乗
り
越
え
切
り
開
き
な
が
ら
先
祖
の
墓
と
共
に
移
転
が
完
了
、
今
日
の
部
落
が
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。 

今
満
々
と
水
を
た
た
え
た
中
央
航
路
に
拾
万
ト
ン
級
の
船
舶
が
接
岸
、
鉄
鋼
企
業
並
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
第
一
期
事
業
が
完
工
し
、
操
業
を
ま
の
あ
た
り
に
見
る
は
昔
日
の
部
落
は
そ
の
姿
を
想
い
お
こ
す
す

べ
も
な
い
が
往
時
を
し
の
ん
で
無
量
の
感
を
い
だ
く
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
地
を
永
住
の
地
と
し
て
決
意
を
新
た
に
再
出
発
し
て
四
ヵ
年
、
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
が
生
活

の
基
盤
が
一
応
整
っ
た
こ
の
機
に
移
転
者
一
同
相
計
り
賛
助
者
の
協
力
を
得
て
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
像
背

に
協
力
し
た
由
来
を
記
し
後
世
の
為
に
こ
の
碑
を
建
て
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

昭
和
四
十
九
年
五
月 

神
栖
町
議
会
議
長 

吉
岡 

昇 

撰
文 



 - 3 - 

                   

知
手
浜
東
団
地
移
転
記
念
碑 

 

所
在
・
・
神
栖
市
知
手
浜
東
団
地
公
民
館
敷
地
内 

 

【
碑
文
】 

茨
城
県
が
計
画
し
た
世
紀
の
大
事
業
と
言
わ
れ
る
鹿
島
開
発
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
三
十
四
年
以
来
、
港
湾

掘
込
に
工
場
建
設
用
地
売
収
へ
と
進
み
、
四
十
二
年
進
出
企
業
二
十
三
社
が
決
定
、
一
大
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
が
誕
生
し
た
。 

開
発
の
進
展
と
共
に
当
時
奥
野
谷
浜
北
組
に
在
住
す
る
私
共
住
民
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
百
有
余
年

の
歴
史
を
持
つ
祖
先
伝
来
の
地
を
離
し
、
四
十
七
年
に
当
知
手
団
地
に
将
来
の
夢
を
た
く
し
て
五
十
余
戸

が
集
団
移
転
し
た
。 

願
わ
く
は
こ
の
碑
を
部
落
の
礎
と
し
て
そ
の
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
題
字
は
当
時
の
茨
城
県
知
事
岩

上
二
郎
氏
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

昭
和
五
十
二
年
十
月
吉
日 
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町

創

立

記

念

碑 
 

所
在
・
・
神
栖
市
知
手
東
町
区
民
館
敷
地
内 

 

【
碑
文
】 

東
洋
々
た
る
太
平
洋
、
西
坂
東
太
郎
の
巨
流
に
抱
か
れ
た
砂
丘
に
松
原
つ
づ
く
鹿
島
南
部
に
、
臨
海
工
業

地
帯
造
成
の
発
想
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
当
時
の
茨
城
県
知
事
岩
上
二
郎
で
あ
っ
た
。
時
に
昭
和
三
十
六

年
五
月
稀
な
る
風
土
と
濃
や
か
な
人
情
の
中
に
な
じ
み
親
し
み
来
っ
た
父
祖
伝
来
の
揺
籃
の
地
奥
野
谷
浜

も
東
部
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
予
定
地
内
に
包
含
さ
れ
、
移
転
の
対
象
に
な
る
。 

こ
の
有
史
以
来
の
大
変
革
に
際
会
し
て
意
思
決
定
に
迫
ら
れ
た
住
民
は
衆
議
を
集
め
熟
慮
を
重
ね
る
こ
と

を
幾
十
度
、
想
い
を
世
界
の
進
運
に
照
ら
し
、
後
進
性
よ
り
脱
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
い
な
る

飛
躍
と
幸
福
と
を
招
来
す
る
こ
と
を
確
認
、
こ
れ
が
計
画
に
賛
同
協
力
、
新
天
地
を
知
手
団
地
と
定
め
る

や
昭
和
四
十
二
年
よ
り
逐
次
移
転
を
続
行
、
安
住
地
の
形
成
に
着
手
し
た
。 

新
た
な
る
立
地
基
盤
の
上
に
求
め
た
る
職
種
経
営
、
基
盤
造
り
か
ら
浮
か
び
上
が
る
文
化
都
市
建
設
へ
の

意
欲
は
年
毎
に
燃
え
た
か
ま
り
繁
栄
へ
の
精
進
と
忍
耐
の
歳
月
が
流
れ
、
昭
和
四
十
五
年
に
至
っ
て
東
町

の
誕
生
を
見
る
ま
で
に
進
展
し
た
。 

も
と
よ
り
東
町
は
奥
野
谷
よ
り
の
移
転
者
と
鹿
島
開
発
に
よ
る
他
郷
よ
り
の
転
入
者
と
地
元
民
の
融
合
一

体
化
の
上
に
成
り
立
ち
こ
れ
が
開
花
結
実
へ
と
確
実
に
進
め
て
来
た
。 

か
く
し
て
星
霜
十
年
を
閲
し
た
現
在
、
神
栖
町
一
を
誇
る
人
口
密
度
と
整
備
さ
れ
た
環
境
を
持
つ
市
街
地

と
し
て
登
場
し
た
。
こ
れ
み
な
粒
々
辛
苦
町
内
住
民
の
一
致
団
結
の
も
と
、
共
存
共
栄
理
想
郷
建
設
へ
向

か
っ
て
の
努
力
の
結
晶
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
こ
に
創
立
十
周
年
を
向
え
る
に
当
り
、
町
民
各
位
の
総
意
に
は
か
り
碑
を
建
て
こ
れ
を
永
く
世
に
伝
え

る
も
の
な
り
。 

 
 
 

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
吉
日   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撰
文 

柴 
田 

政 

助 
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横
瀬
団
地
移
転
記
念
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
在
：
神
栖
市
横
瀬
団
地
公
園
敷
地
内 

【
碑
文
】 

抑
々
旧
深
芝
浜
並
に
旧
池
向
は
天
保
の
末
期
弘
化
の
始
に
か
け
て
開
拓
さ
れ
、
こ
こ
に
壱
百
弐
拾
有
余
年

を
経
た
。
こ
の
間
地
場
産
業
と
し
て
は
漁
業
を
主
力
と
せ
る
も
逐
次
農
業
へ
と
進
み
、
幾
多
の
困
難
を
克

服
し
、
養
蚕
、
蔬
菜
、
園
芸
、
葉
タ
バ
コ
、
甘
藷
等
の
大
栽
培
へ
と
進
み
、
其
の
銘
柄
は
日
本
有
数
の
産

地
と
し
て
発
展
し
た
。 

偶
偶
時
の
県
知
事
岩
上
二
郎
は
昭
和
三
十
六
年
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
と
云
ふ
一
大
構
想
を
発
表
し
、

鹿
島
町
神
栖
村
波
崎
町
の
住
民
に
対
し
、
其
の
用
地
の
提
供
を
求
め
て
来
た
。
私
達
は
之
に
対
し
幾
十
度

に
及
ぶ
話
し
合
い
の
中
か
ら
知
事
の
云
う
農
工
両
全
の
思
想
に
賛
同
し
、
要
望
を
い
れ
四
割
の
土
地
を
提

供
し
、
昭
和
四
十
二
同
四
十
三
年
に
此
地
に
移
転
し
十
年
の
歳
月
は
過
ぎ
た
。
こ
こ
に
部
落
一
同
発
起
し

移
転
の
碑
を
建
立
し
変
遷
を
永
へ
伝
え
る
。 
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鹿

島

開

発

記

念

碑 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
在
：
神
栖
市
若
松
緑
地
公
園
内 

 

【
碑
文
】 

鹿
島
地
帯
は
千
古
か
ら
滔
々
と
流
れ
る
利
根
川
、
黒
潮
お
ど
る
太
平
洋
、
満
々
と
水
を
た
た
え
た
北
浦
に

は
さ
ま
れ
、
茨
城
県
下
で
も
最
も
温
暖
な
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
お
ら
か
な
人
情
が
育
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。 

鹿
島
開
発
以
前
を
思
い
起
す
と
、
こ
の
地
の
産
業
は
農
業
で
あ
っ
た
。
農
家
は
米
、
麦
、
甘
藷
、
落
花
生

な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
水
に
囲
ま
れ
、
交
通
は
船
が
頼
り
で
あ
っ
た
た
め
、
不
便
こ
の
上

も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
の
中
で
も
特
に
開
発
が
遅
れ
「
陸
の
孤
島
」
と
い
わ
れ
た

の
で
あ
る
。 

し
か
し
土
地
は
平
坦
で
広
い
う
え
に
地
盤
が
硬
く
、
工
業
用
地
と
し
て
は
適
し
て
い
た
。
ま
た
霞
ヶ
浦
、

北
浦
に
近
く
水
資
源
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
首
都
東
京
に
近
い
な
ど
、
工
業
立
地
条
件
に
恵
ま
れ

た
地
帯
で
も
あ
っ
た
。 

抑
々
鹿
島
開
発
は
こ
の
地
帯
の
こ
の
よ
う
な
特
性
に
着
目
し
、
人
間
と
し
て
の
真
の
幸
せ
の
到
来
を
期
待

し
、
農
工
両
全
を
理
念
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
は
鹿
島
町
、
神
栖
村
（
の
ち
に
神

栖
町
）
、
波
崎
町
の
二
町
一
村
に
わ
た
っ
た
。
地
元
に
は
じ
め
て
開
発
の
概
要
が
示
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

三
十
六
年
四
月
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成
計
画
が
発

表
さ
れ
た
。
掘
り
込
み
式
港
湾
の
築
造
を
中
心
に
三
千
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
工
業
用
地
を
確
保
し
、

大
構
想
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
開
発
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
用
地
の
取
得
を
は
じ
め
、
移
転
対
策
、
農
業
振
興
、
生
活

環
境
整
備
な
ど
難
問
が
山
積
み
し
て
い
た
。
こ
れ
も
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
次
々
に
克
服
さ
れ
、
現

在
も
そ
の
努
力
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。 

用
地
の
取
得
は
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合
鹿
島
事
務
所
に
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
か
ら
、
所
有

地
の
四
〇
％
を
提
供
、
六
〇
％
を
代
替
地
と
し
て
配
分
さ
れ
る
鹿
島
独
特
の
「
六
・
四
方
式
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
行
わ
れ
た
。
茨
城
県
は
用
地
提
供
に
よ
っ
て
耕
作
面
積
の
減
少
す
る
農
業
対
策
と
し
て
、
施
設

園
芸
を
奨
励
し
補
助
金
を
出
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
波
崎
町
で
は
ピ
ー
マ
ン
が
昭
和
四
十
五
年
に
国

の
野
菜
産
地
指
定
を
受
け
、
全
国
有
数
の
産
地
に
数
え
ら
れ
る
な
ど
施
設
園
芸
が
き
わ
め
て
盛
ん
に
な
っ

た
。 

波
崎
町
の
中
で
用
地
取
得
の
対
象
と
な
っ
た
、
い
わ
ば
鹿
島
開
発
揺
籃
の
郷
、
若
松
地
区
の
移
り
変
わ
り

を
見
る
と
、
近
世
後
期
に
は
太
田
新
田
、
須
田
新
田
、
柳
川
新
田
の
三
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
明
治
二
十

三
年
四
月
市
制
町
村
制
の
実
施
に
よ
り
若
松
村
に
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
に
は
現
在
の
神
栖
町
に
編

入
さ
れ
た
一
部
を
除
き
、
波
崎
町
と
合
併
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

光
陰
矢
の
如
し
、
地
元
に
鹿
島
開
発
の
概
要
が
示
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
二
十
六
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
こ

の
間
二
十
万
ト
ン
級
の
船
舶
が
出
入
り
す
る
鹿
島
港
を
中
核
と
し
て
、
四
地
区
に
七
十
三
、
う
ち
波
崎
地

区
に
は
二
十
二
の
企
業
が
進
出
し
た
。
全
体
の
出
荷
額
は
年
間
一
兆
七
千
億
円
、
茨
城
県
に
お
け
る
出
荷

額
の
二
二
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
か
つ
て
は
生
産
性
の
低
い
耕
地
と
松
林
が
大
部
分
で
あ
っ
た
こ

の
地
帯
は
、
い
ま
で
は
世
界
を
市
場
と
す
る
石
油
化
学
・
鉄
鋼
・
先
端
技
術
産
業
等
の
生
産
・
研
究
の
場

と
共
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
急
激
な
変
貌
は
ま
さ
に
他
に
類
例
を
見
な
い
驚
異
的
な
事
実
で
あ
る
。

私
ど
も
は
鹿
島
開
発
の
理
念
に
賛
同
し
、
先
祖
伝
来
の
貴
重
な
土
地
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
一

年
十
一
月
に
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
用
地
提
供
者
同
盟
を
結
成
し
た
。
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
盟
友
相
携

え
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
進
展
に
伴
い
発
生
し
た
種
々
の
事
態
に
対
応
し
、
盟
友
の
経
済
的
社
会
的
地
位

の
向
上
に
努
力
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
九
年
七
月
三
十
一
日
に
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合
が
解
散
と

な
り
、
鹿
島
が
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
当
り
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
理
解
と
協
力
に
基
づ
い
た
も
の
で
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あ
り
、
地
域
開
発
の
礎
石
と
な
っ
た
誇
り
と
、
日
本
で
は
二
十
世
紀
最
後
の
巨
大
開
発
と
い
わ
れ
る
鹿
島

開
発
の
偉
業
を
永
久
に
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
盟
友
の
総
意
に
よ
り
、
こ
の
開
発
記
念
碑
の
建
立
を
決

議
し
た
。 

願
わ
く
ば
、
鹿
島
開
発
が
国
内
外
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
、
合
わ
せ
て
盟
友
の
世
代
に
わ
た
る
幸
せ
、
こ

の
地
帯
と
進
出
企
業
の
明
日
へ
の
大
い
な
る
躍
進
を
も
た
ら
す
こ
と
を
深
く
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

昭
和
六
十
二
年
五
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波
崎
町
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
用
地
提
供
者
同
盟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

高
島
喜
蔵
撰
文 

 

【
波
崎
町
に
お
け
る
鹿
島
開
発
の
概
要
】 

行
政
区
域
面
積 

６
８
，
７
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

開
発
対
象
面
積 

１
，
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル 

提

供

面

積 

９
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル 

提

供

者

数 

４
９
１
人 

買
収

の
主
体 

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合 

買

収

方

式 

鹿
島
方
式
（
６
・
４
方
式
） 

買
収
開
始
時
期 

昭
和
３
９
年
２
月
１
日 

平
均
買
収
単
価 

１
７
万
円
（
反
当
） 

移
転

家
屋
数 

９
５
件 

生
活
環
境
施
設
整
備
資
金
補
助
金 

総
額
１
２
８
億
６
千
万
円 

波
崎
町
へ
の
補
助
金 

３
７
億
３
０
０
万
円 



 - 8 - 

 
 
 
 

池
田
亀
三
郎
翁
顕
彰
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
在
：
東
部
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
鹿
島
共
同
施
設
㈱
敷
地
内 

 

【
碑
文
】 

こ
の
鹿
島
の
大
地
に
か
け
た
池
田
さ
ん
の
大
き
な
夢
は
い
ま
着
実
に
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。 

広
い
視
野
と
す
ぐ
れ
た
洞
察
力
を
持
っ
た
池
田
さ
ん
、
緻
密
な
企
画
力
果
敢
な
行
動
力
を
も
つ
仕
事
の

鬼
池
田
さ
ん
、
こ
の
国
家
的
大
人
物
池
田
さ
ん
と
の
め
ぐ
り
合
い
は
私
に
と
っ
て
ま
た
鹿
島
に
と
っ
て
こ

の
上
な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。 

私
が
鹿
島
開
発
を
思
い
立
っ
た
昭
和
三
十
五
年
、
池
田
さ
ん
も
ま
た
奥
さ
ん
と
と
も
に
鹿
島
に
泊
ま
り
、

こ
の
砂
丘
を
調
査
し
て
お
ら
れ
た
。
偶
然
の
一
致
と
い
う
よ
り
、
偶
然
即
必
然
と
い
う
べ
き
か
、
見
え
ざ

る
神
の
配
慮
を
た
だ
お
そ
れ
る
。 

私
の
池
田
さ
ん
の
人
と
な
り
に
よ
せ
る
信
頼
は
、
日
ご
と
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
人
な
ら
必
ず
や

る
、
私
の
夢
は
、
こ
の
人
な
ら
託
し
う
る
、
私
は
鹿
島
開
発
の
計
画
を
こ
の
人
に
訴
え
続
け
た
。
「
三
菱

の
赤
じ
ゅ
う
た
ん
も
私
の
靴
で
だ
い
ぶ
す
り
へ
っ
た
で
し
ょ
う
」
私
の
意
見
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

池
田
さ
ん
と
涙
の
握
手
を
し
た
あ
の
と
き
の
私
の
よ
ろ
こ
び
を
私
は
修
正
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

鹿
島
は
、
そ
の
創
立
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
完
成
さ
れ
た
姿
に
お
い
て
、
世
界
に
冠
た
る
も
の
で
あ

る
と
信
ず
る
。
そ
の
鹿
島
の
開
発
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
世
界
を
相
手
に
堂
々
と
や
っ
て
の
け
た
お
そ

る
べ
き
フ
ァ
イ
ト
マ
ン
、
池
田
さ
ん
の
業
績
は
世
界
史
の
中
に
長
く
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
し
て
「
人
間
性
の
勝
利
」
の
金
字
塔
は
永
久
に
鹿
島
の
大
地
と
と
も
に
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。 池

田
亀
三
郎
翁
の
米
寿
に
よ
せ
て 

 

題
字
並
撰
文 

茨
城
県
知
事 

岩
上 

二
郎 
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掘

割

川

記

念

碑 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
在
： 

神
栖
市
居
切
西
部
団
地
内 

 

【
碑
文
】 

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
心
臓
部
と
も
い
え
る
鹿
島
港
。
鹿
島
灘
か
ら
陸
地
内
部
に
向
か
っ
て
掘
り
込
ま
れ

た
巨
大
港
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
治
水
と
新
田
開
発
の
為
に
計
画
開
削
さ
れ
た
「
掘
割
川
」

を
一
部
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
掘
割
川
は
北
浦
や
霞
ヶ
浦
を
直
接
、
鹿
島
灘
へ
流
す
水
路
と
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

計
画
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
現
在
の
福
島
県
三
春
町
出
身
の
浪
人
、
中
館
広
之
助
の
熱
意
と
努
力
で

着
工
に
至
る
が
、
難
航
を
極
め
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
に
完
成
し
、
延
長
五
・
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
掘
割
が
通
じ
た
。 

そ
の
後
明
治
三
十
九
年
、
四
十
三
年
の
大
洪
水
の
時
に
は
、
海
岸
部
に
近
い
し
め
き
り
を
開
い
て
、
あ
ふ

れ
る
水
を
海
に
流
し
、
地
域
を
水
害
か
ら
救
っ
て
い
る
。 

ま
た
大
正
か
ら
昭
和
へ
と
歳
月
は
移
っ
て
い
っ
た
が
、
掘
割
川
は
い
つ
も
清
ら
か
な
水
を
た
た
え
て
、
ど

の
よ
う
な
干
ば
つ
に
も
絶
え
る
こ
と
な
く
豊
か
な
水
を
流
し
て
、
地
域
の
田
園
を
潤
し
、
地
元
周
辺
地
域

経
済
社
会
を
支
え
る
水
運
機
能
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。 

こ
の
事
業
が
鹿
島
地
方
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
大
き
く
、
現
代
の
鹿
島
開
発
に
匹
敵
す
る
意
義
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
記
念
碑
は
先
人
た
ち
の
労
苦
の
末
に
築
き
、
豊
か
な
恵
み
を
与
え
続
け
て
く
れ
た
掘
割
川
の
存
在
を

世
に
残
す
為
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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鹿

島

灘

頭

之

詩 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
在
： 

鹿
嶋
市
平
井
（
鹿
島
宇
宙
通
信
セ
ン
タ
ー
敷
地
脇
） 

 

【
詩
】 艱

苦
辛
酸
幾
星
霜 

 
 

双
鬢
己
白
功
未
成 

 
 

波
高
鹿
島
灘
頭
月 

 
 

唯
祈
鹿
南
百
年
栄 

 

【
文
】 

こ
の
詩
は
昭
和
三
十
七
年
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成
の
た
め
開
設
さ
れ
た
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合

鹿
島
事
務
所
の
初
代
所
長
で
あ
っ
た
小
林
芳
文
の
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

開
発
組
合
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
七
年
以
来
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
用
地
取
得
の
た
め
日
夜
辛
酸
を
重
ね

て
き
た
が
、
用
地
買
収
は
年
々
困
難
を
極
め
厚
い
壁
に
突
き
当
た
り
こ
の
状
態
を
憂
慮
し
た
氏
は
昭
和
四

十
一
年
全
職
員
を
鼓
舞
激
励
す
る
た
め
、
自
ら
こ
の
詩
を
吟
じ
て
決
意
を
示
し
、
全
職
員
が
不
と
う
不
屈

の
精
神
を
持
っ
て
ま
い
進
す
る
よ
う
一
大
奮
起
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。 

お
も
う
に
こ
の
詩
は
全
職
員
の
汗
と
涙
の
中
か
ら
生
れ
た
絶
唱
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
や
が
て

心
あ
る
人
々
の
共
感
を
呼
び
買
収
の
促
進
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

今
や
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
開
発
組
合
は
設
立
依
頼
二
十
有
余
年
に
お
よ
び
、
大
方
の
使
命
を
終
え
栄
光
の

歴
史
が
幕
を
閉
ざ
し
、
鹿
島
開
発
の
一
層
の
発
展
を
求
め
て
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

こ
の
と
き
に
当
り
、
地
域
の
有
志
相
諮
り
開
発
の
土
台
と
も
い
う
べ
き
用
地
確
保
の
た
め
多
年
に
わ
た
り

血
の
に
じ
む
努
力
を
傾
け
ら
れ
た
小
林
芳
文
氏
を
は
じ
め
歴
代
職
員
諸
氏
の
労
苦
を
し
の
び
そ
の
心
意
気

を
永
く
校
正
に
伝
え
る
た
め
こ
の
詩
碑
を
建
立
す
る
も
の
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
県
知
事 

竹
内 

藤
男 

撰
文 
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岩上二郎先生顕彰之碑 
所在：神栖町港公園内 

【略歴】 
大正２年（１９１３）瓜連町に生まれる 
平成元年（１９８９）７２歳没す 

     京大法卒 
     瓜連町長２期 
     茨城県知事４期 
     参議院議員３期 

昭和６２年（１９８７）勲一等に叙せらる 
平成元年（１９８９）従３位に叙せらる 

【碑文】 
岩上先生は昭和３４年４月茨城県知事就任以来１６年余，県勢進展に心を砕かれ，とりわ

け鹿島開発事業の完成に精魂を傾けられた。 
先生は５０年に知事を退任されたがその辞任の賦に 
 ―筋に燃やし来る哲理の灯 
  未だ成らず仁愛に発す農工両全の道 
と謳われた。 
人間性の勝利を確信し，世界に冠たる鹿島港及び工業地帯の建設を進めて，その仁愛の精

神をあまねくされ，今日の鹿島を築いて，そこに住む人々に人間の尊厳を高らかに教え示

した。 
先生の哲理の灯はあかあかと燃えつづけ，開発の偉業と共に深くわれわれと共にある。 
一粒の麦として大地に夢を呼び，地の塩として苦渋に耐え，弛むことのない琴線の高らか

に謳歌した農工両全の道をわれわれは先生と歩まん。 
元神栖町長 馬場佳二郎撰文 

平成２年９月２８日建立 
岩上二郎顕彰之碑建立の会 
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黎 明 萬 理 
所在：鹿島宇宙通信センター敷地脇 

【碑文】 
遥かなる時を想うのではない。いまこの大地に創造されてゆく金字塔のその鼓動に、努力

の日々を辿るのである。そこには人間性の尊厳から出発した溢れる夢があった。 
そしてわれわれは３５年の偉大さに感動するのである。 
大地は拓かれ海は世界を結び豊かさを求めての躍動がある。更なる明日の鹿島の発展を願

う槌音がある。鹿島を愛しここに生きてきたわれら、いま新たな出発点としてここに記録

し、鹿島千載の栄を希うものである。 
題字：茨城県知事 橋本 昌 
頌徳：橋本登美三郎先生 岩上二郎先生 
撰文：鹿島親交会会長 小林芳文 
  平成７年７月２０日（１９９５年）建立 
 
【鹿島臨海工業地帯開発組合３５年の歩み】 
鹿島臨海工業地帯の開発は昭和３５年４月（１９６０年）茨城県が立案し事業が開始され

た。 
昭和３７年４月  国が鹿島港事業費５億円決定 
昭和３７年４月  鹿島臨海工業地帯開発組合が用地 
         買収を開始 
昭和３８年４月  鹿島港が重要港湾に指定 
昭和４３年１２月 住友金属工業鹿島製鉄所創業開始 
昭和４５年４月  鹿島石油鹿島製油所、三菱油化 
         鹿島事業所創業開始 
 
開港後２０有余念、この地域は国鉄鹿島線、東関東自動車道、水郷有料道路の開通、港公

園、上下水道、工業用水の供用開始等着々と公共設備の整備が行われた。 
平成５年５月には鹿島町に県営サッカー場が完成し、同年７月に鹿島アントラーズが Jリ
ーグにおいて優勝し全国に鹿島の名を遍くした。 
平成元年７月鹿島港開港２０周年記念の行事が行われ平成５年の入港船舶は１万数千隻に

及び世界に開かれた国際港となった。 
この地域に５０数社の大企業が立地し日本における有数な工業地域特別地域である。用地

提供者の協力、先輩諸氏の築いた歴史的大事業の成果を礎として、今日の繁栄があること

を決して忘れることなく後世に語り継がなければならない。 
２１世紀には沖合人工島の建設を始め、多くの地域振興プロジェクトが進展するものと思

われる。明日の鹿島の発展を祈念して「海の記念日」の今日鹿島臨海工業地帯開発組合３

５周年の節目に当り、鹿島親交会、「鹿島灘頭之詩碑」保存会有志によって、ここに記念碑

を建立す。 
平成十年一月吉日
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